
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 ポイント 名前

生物 1 生物の観察 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ ルーペの使い方

目

ルーペ

花

前後に動かす

① 動かせるもの(花・葉など)は、ルーペを目に近づけたまま、観察物を前後に

動かしてピントを合わせる

② 動かせないもの(木の枝など)は、ルーペを目に近づけたまま自分の顔を前

後に動かす

ルーペを動かしてはいけない。目をいためるので、太陽を見てはいけない。

器具 双眼実体顕微鏡の使い方

イ接眼レンズ

ウ対物レンズ

ア ステージ

エ調節ねじ

① 両目で見ながら、左右の鏡筒(きょうとう)の間を調節し、両目の幅に合わせる

② 右目だけで接眼レンズをのぞき、調節ねじでピントを合わせる

③ 左目だけで見て、左の接眼レンズを回してピントを合わせる

プレパラートを作らず、立体のまま観察できる。倍率は 20〜40倍程度。

まとめ スケッチのしかた

観察のスケッチは、目的のものだけを、細い線でかく。線を二重にかいたり、ぬりつぶしたりしない。

影をつけず、濃淡を表すときは点(点描)で表す。日付・天気・倍率・気づいたことも記録する。

● スケッチの前に「何を観察するか」という観点を決めておくと、見るべき部分がはっきりする。

まとめ 身のまわりの生物の観察

校庭や野外で生物を観察するときは、同じ場所にどんな生物がいるかという環境との関わりにも注目する。

ルーペや双眼実体顕微鏡のほかに、持ち運べる虫眼鏡や、タブレットのカメラ機能も観察に使われる。

● 観察した記録には、気づいたことを文章でも書いておくと、あとで観察したものどうしを比べやすくなる。

まとめ 観察から分類へ

いろいろな生物を観察すると、形やつくりがよく似ている生物と、似ていない生物があることに気づく。

このような共通点やちがいに注目して生物をまとめることが、次の「生物の分類」の学習につながる。
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